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Anti-Human 
Tenascin-C (EGF Like Domain) (4F10TT) Mouse IgG MoAb 
 
容量 : 100 μg 
 
はじめに : テネイシン C (Tenascin-C) は細胞外マトリックス糖タンパク質の一種です。ヒトテネイシン C の 1

つのサブユニットは分子量 210～400 kDa で、N 末側から coiled-coil を作る TA ドメイン配列があり、
続いて EGF 様配列が繰り返され、さらにフィブロネクチンタイプ III (FNIII)繰り返し配列があります。
この FNIII 繰り返し配列には選択的スプライシングを受ける領域があり、分子量の異なる多種のバリア
ントをつくり出しています。C 末にはフィブリノーゲン様部位があります。このサブユニットが N 末
付近のコイル状部位でより合わさって 3 量体になり、さらにこれらが S-S 結合によって結合して 6 量
体となり組織に存在しています。 

 
免疫抗原 : 精製 ヒト glioma Tenascin-C 
 
起源 : マウス×マウス ハイブリドーマ 
   (Sp2/0 × BALB/c マウス脾臓細胞) 
 
クローン名 : 4F10TT    サブクラス :  IgG1 
 
精製方法 : Protein A による特異精製 
 
包装形態 : 1 % BSA，0.05 % NaN3 含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 : 精製水 1.0 mL 添加 (この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2～8 °C 保存  5 年間安定 
安定性  溶解後 -20 °C 保存  2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 約 5 μg/mL にて使用可能 
使用方法  (ホルマリン固定、パラフィン包埋切片の場合トリプシン処理が必要) 
 : ウエスタン・ブロッティング 約 1 μg/mL にて使用可能 
 
特異性  : 全てのテネイシンバリアントに定常的に存在する EGF 様配列に反応します。 
   マウス、ラット、ニワトリ及びウサギに交差します。 
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